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・同じ園から、複数の小学校に進学
・小学校には、複数の園から入学

全てに対応することは困難

学区境 学区境

架け橋カリキュラムの作成は、
園の所在する小学校区毎で行う。

例）Ａ小学校区にあるＡ幼稚園とＢ保育
園は、Ａ小学校と架け橋カリキュラ
ムを作成する。

ただし、既に連携を進めているなどの事
情がある場合は、学区をまたいで作成す

ることもできるようにする。

例）Ｄ幼稚園は、既に連携しているＢ小
学校とカリキュラムを作成するかわ
りに、学区内であるＣ小学校とは作
成しない。（図の赤矢印）
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参考：小学校接続加算の国ＦＡＱ

Ｑ．卒園した児童が通学することが想定さ
れる全ての小学校と連携・接続する必要が
あるか。

Ａ．例えば小学校区など、卒園した児童が
通学すると考えられる小学校との接続・連
携を想定しています。卒園した児童が通学
すると考えられる全ての小学校との接続ま
で求めるものではありません。
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